


叙景歌の意義（自分にとっての）

第３作目は少しずつ書いていた実際の自然風景や心象的な風景を歌ったものの粗選

（と言えるほど数はないけれど）が主になっている。

昔のmixi日記に、情景を歌うということについて自分にとっての意義みたいなものを

綴っていたので、前書き代わりに抜粋する。

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

叙景歌をつくる時、その時見た山やせせらぎ

草の匂い、風のそよぎに言わば「手を貸してもらって」

歌になるような気がする。

私が楽器だとしたら、

自らの想いとなけなしの技術で歌を歌うが、

この場合は、外から感じた五感が内を通って指となり

風なら風の、山なら山の響きを奏でてくれるのだ。

抗わず、委ねて見えてくるもの。

こうした気付きは自然の中だけでなく

普段の雑多なくらしの中でもある。

もちろん恋のさなかでも。

それをわかりやすい形でドーンと提示してくれるのが

大いなる自然なのだろうか。

山の頂から望む、広大さ深遠さ、引っくるめたすべては

切なさにも似た感情だ。

それすらも抱ける気にさせてくれるのも

私もまた自然の一部だからなのか。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



























































後書きっぽく謝辞

自分自身にも出口を見いだせなくなったとき、無駄に悩まず逃げる。

行先は大いなる自然、まだ知らぬ街並み、あてのない旅。

もちろんただでは帰らないつもりで。

心震える手土産を抱えて戻った時には、きっと忘れている。

そして最初の行に戻ってエンドレス。

毎年雨の季節に重なってすぐ散る桜と気がつけば冬になってて余韻もへったくれもない秋の歌は

外しました。

もののあはれが判る人間は好きですが、我ながら自身はそれを判っているかが疑問なこの頃。

それでもずっと感謝の念を持ち続けるだろう、たとえこの地を離れる時が来ても。

 

北海道。

アイヌモシリ。

ありがとう。

あなたに包まれて生きてこられた。

いつかあなたの全てを飲み込んで一つになれるような歌を生む。

２０１１年１月　寒波の夜


